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ページ参照）。
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国
保
会
計
決
算
状
況
を
報
告
し
ま
す

国
保
会
計
決
算
状
況
を
報
告
し
ま
す

◆
平
成
24
年
度
決
算

　

平
成
24
年
度
春
日
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
決
算
は
、歳
入

１
０
９
億
１
３
４
２
万
円
、
歳
出

１
０
４
億
１
１
８
７
万
円
で
、形
式
収
支

で
は
５
億
１
５
５
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
、一
般
会
計
か
ら
の
補ほ
て
ん填
額

４
億
８
２
８
２
万
円（
一
人
当
た
り

１
万
８
０
３
０
円
）と
前
年
度
か
ら
の
繰

越
金
４
億
４
５
２
４
万
円
を
差
し
引
く

と
、単
年
度
で
は
４
億
２
６
５
１
万
円
の

赤
字
と
な
り
ま
し
た
。前
年
度
に
比
べ
る

と
赤
字
額
が
約
１
億
２
０
０
０
万
円
も
増

え
て
お
り
、過
去
５
年
間
で
最
高
額
で
す
。

（
別
表
１
）

　

こ
れ
は
、一
人
当
た
り
の
平
均
保
険
税

課
税
額
が
対
前
年
度
比
で
０
・
６
％
伸
び

た
の
に
対
し
、一
人
当
た
り
の
平
均
医
療

費（
10
割
分
）が
対
前
年
度
比
で
３
・
２
％

も
伸
び
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
す
。こ

の
平
均
医
療
費
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、

５
年
間
で
約
３
万
４
０
０
０
円
も
増
え
て

い
ま
す
。（
別
表
２
）

年度 形式収支額
Ａ

一般会計補填額
Ｂ

前年度繰越金
Ｃ

実質収支額
Ａ－Ｂ－Ｃ

平成20 1億8250万円 3億  459万円 2億7535万円 -3億9744万円
平成21 2億9355万円 4億1128万円 1億8250万円 -3億    23万円
平成22 4億4512万円 3億3248万円 2億9355万円 -1億8091万円
平成23 4億4524万円 3億  729万円 4億4512万円 -3億  717万円
平成24 5億  155万円 4億8282万円 4億4524万円 -4億2651万円

■別表1　実質収支の状況

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
に
は
退
職
や
失
業

な
ど
で
所
得
が
減
少
し
た
人
が
多
く
、春
日
市

で
は
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
の
う
ち
約
48
％

が「
保
険
税
軽
減
対
象
世
帯
」で
す
。

　

一
方
、医
療
費
は
高
齢
に
な
る
ほ
ど
増
加
し

て
い
く
傾
向
が
あ
る
た
め
、高
齢
者
の
加
入
割

合
が
多
い
国
民
健
康
保
険
は
、医
療
費
の
負
担

が
多
く
な
り
ま
す
。

　

市
の
国
民
健
康
保
険
は
財
源
不
足
が
続
い
て

お
り
、毎
年
、一
般
会
計
か
ら
不
足
分
を
補
填
し

て
い
ま
す
。し
か
し
、こ
こ
５
年
間
だ
け
で
も
累

計
額
は
約
18
億
円
に
上
り
、一
般
会
計
自
体
の

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

40
歳
以
上
の
加
入
者
が
対
象
で
す
。受
診

し
自
分
の
健
康
状
態
を
確
認
す
る
こ
と
で
、

健
康
を
保
つ
こ
と
が
で
き
、医
療
費
の
節
約

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

○
保
険
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
し
た
運
営

に
、皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
安
定
し
た
国
保
運
営
へ
の
ご
協
力
を

◆
財
源
不
足
へ
の
対
応

0
5
10
15
20
25
30
35

27万232円
28万6074円 29万30円 29万4766円 30万4142円

6万6533円 6万6148円 6万2644円 6万1693円 6万2054円

（万円） 保険税課税額医療費

24年度23年度22年度21年度20年度

■別表２　一人当たりの医療費（10割分）および一人当たりの保険税（医療費のみ）の状況

問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課　

国
保
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１　

F（
５
８
４
）１
１
４
１

※平成20年度　診療報酬の引き上げ（0.38％）、薬価の引き下げ（-1.20％）、医療分税率引き下げ。
※平成22年度　診療報酬の引き上げ（1.55％）、薬価の引き下げ（-1.36％）。
※平成24年度　診療報酬の引き上げ（1.38％）、薬価の引き下げ（-1.38％）。
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ルームで
運動しよう！

　いきいきプラザ3階にある、いきいきルー
ムは、健康づくりや介護予防のための運動・ト
レーニングを行う施設です。一人一人の年齢・
目標・体力レベルに合わせて、効果的な運動ア
ドバイスを行うので、膝、腰が痛い人や体力に
自信がない高齢者も、安心して運動を始めるこ
とができます。
　また、楽しく参加できるレッスンプログラム
も盛りだくさんです。特に、介護予防に効果的
な運動プログラムを数多く用意しています。

利用できる人 20歳以上の市民
開室日時 【平日】午前9時～午後7時　【土曜日】午前9時～午後5時
休室日 日曜日、祝祭日、祝振替休日、年末年始（12月28日～ 1月4日）、盆（8月13日～ 15日）
利用料金（1回） 65歳以上250円、64歳以下350円
利用制限 1回当たり2時間／週3回まで

今
いまざと

里　勇
いさむ

さん（81歳）

　友達やスタッフとわいわい
と楽しくお喋りをしながら、運
動を継続しています。レッスン
プログラムが豊富なので、いろ
いろなことにチャレンジでき
るのが楽しいです。これからも
運動を継続して、健康づくりに
努めたいと思います。

◆トレーニング機器を使った運動
エアロバイクやウォーキングマシン、筋

力トレーニングマシンなどを使い、自分の
体力に合わせて運動できます。

◆ミニミニレッスン
（グループレッスンプログラム）
転倒予防体操、骨盤ケア、ステップ運動、簡
単エアロビクス・体幹トレーニングなど、毎
日８～９本のレッスンを用意。仲間と一緒に
楽しく参加できます。

ルームでのトレーニング内容を教えて！

運動の前後にはストレッチを行い、スタッフが個々の身体状態に合わせて丁寧にアドバイスをします。
また、体力測定会やウォーキング、バスハイクなどのお楽しみ企画も行っています。

梅
うめだ

田春
はる こ

子さん（82歳）

　医師から糖尿病・高血圧予備軍と
言われたことをきっかけに、運動を
始めました。現在は、病気知らずで、
活動的に元気に過ごすことができ
ています。足腰をしっかり鍛えて、
100歳まで元気でいられるよう頑
張っていきたいと思っています。

　　～ 利用者の声 ～

どういう人が利用できるの？

いきいきルーム
（昇町1 ｰ 120いきいきプラザ内）
☎（501）1162　F（501）0051

※ルーム利用には、会員登録が必要です。登録の際には事前に電話予約をお願いします。
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11
月
21
日
㈭
か
ら
24
日
㈰
ま
で
、ご

み
の
収
集
を
休
み
ま
す
。

　

同
期
間
が｢

び
ん
・
カ
ン｣

、｢

粗
大
ご
み｣

の
収
集
日
に
当
た
る
地
区
は
、振
り
替
え

収
集
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、｢

燃
え
る
ご
み｣

の
振
り
替
え
収

集
は
行
い
ま
せ
ん
。

○
び
ん
・
カ
ン

▽
21
日
㈭
↓
20
日
㈬

上
白
水
、小
倉
、桜
ヶ
丘
、下
白
水
北
、

白
水
ヶ
丘

○
粗
大
ご
み

▽
22
日
㈮
↓
25
日
㈪

大
土
居（
３
丁
目
、大
字
下
白
水
を
含

む
）、須
玖
南
、塚
原
台
、天
神
山
、光

町（
原
町
３
丁
目
を
含
む
）、松
ヶ
丘

（
星
見
ヶ
丘
を
含
む
）、若
葉
台
西
、若

葉
台
東

▽
24
日
㈰
↓
26
日
㈫

大
谷
、春
日
原
、春
日
原
南
、須
玖
北

勤労感謝の日 ごみ収集を休みます
ごみ減量推進課 ごみ減量担当 　☎（584）1111　F（584）1147

12
月
に
行
う
議
会
の
日
程
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

期
日
・
内
容

▽
２
日
㈪

　

本
会
議（
議
案
の
上
程
、提
案
理
由

の
説
明
）

▽
４
日
㈬

　

本
会
議（
議
案
質
疑
、委
員
会
付

託
）

▽
５
日
㈭
・
６
日
㈮
・
９
日
㈪

　

各
常
任
委
員
会（
議
案
審
査
）

▽
11
日
㈬･

12
日
㈭

　

本
会
議（
一
般
質
問
）

※
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
生
放
送
を

行
い
ま
す（
11
日
は
ア
ナ
ロ
グ
19

チ
ャ
ン
ネ
ル
・
デ
ジ
タ
ル
１
１
２

チ
ャ
ン
ネ
ル
、12
日
は
ア
ナ
ロ

グ
10
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
デ
ジ
タ
ル

１
１
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
）。

▽
13
日
㈮

　

各
常
任
委
員
会（
議
案
採
決
）

▽
16
日
㈪

　

各
常
任
委
員
会（
閉
会
中
の
調
査

事
件
の
調
整
な
ど
）

▽
17
日
㈫

　

本
会
議（
委
員
長
報
告
、質
疑
、討

論
、採
決
）

※
日
程
は
、都
合
に
よ
り
変
更
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

春日市議会12月定例会を傍聴しませんか
議事課 議事担当 　☎（584）1111　F（584）1146

平
成
25
年
度
に
特
定
健
康
診

査
の
受
診
が
確
認
で
き
て

い
な
い
対
象
者
の
世
帯
主
に
対

し
、11
月
中
に
受
診
勧
奨
の
お
知

ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
、40

歳
か
ら
75
歳
ま
で
の
春
日
市
国
民

健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
対
し

て
、来
年
の
２
月
ま
で（
今
年
度
75

歳
に
な
る
人
は
誕
生
日
の
前
日
ま

で
）特
定
健
康
診
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。生
活
習
慣
病
に
な
る
前

に
体
の
異
常
を
見
つ
け
て
、生
活

習
慣
を
改
善
し
、病
気
を
予
防
す

る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

自
分
や
家
族
の
た
め
に
大
切
な

こ
と
で
す
。１
年
に
１
回
は
必
ず

受
診
し
て
、健
康
状
態
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、病
気
治
療
の
た
め
に
通

院
中
の
人
で
も
、健
診
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

特
定
健
康
診
査
受
診
券
を
紛
失

し
た
場
合
は
、再
発
行
し
ま
す
の

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

特定健康診査受診勧奨通知書を送付します
国保年金課 国保担当 　☎（584）1111　F（584）1141

昇町地区
出前トーク日程を変更

　昇町地区の出前トークは、台風の影
響により、当初の予定を下記のとおり変
更しました。
日時　11月20日㈬
　　午後7時～8時30分
場所　昇町地区公民館（昇町5ｰ122）
問い合わせ先　行政管理課企画担当

☎（584）1111　F（584）1145

らお知 せ
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

市からの

URL
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昭
和
50
年（
１
９
７
５
年
）12
月
９
日
、

国
連
総
会
で「
障
害
者
の
権
利
宣
言
」

が
採
択
さ
れ
、我
が
国
で
は
、12
月
３
日
か
ら

９
日
ま
で
を｢

障
害
者
週
間｣

と
し
て
い
ま

す
。

　

障
が
い
者
福
祉
へ
の
関
心
と
理
解
を
深

め
、障
が
い
者
が
社
会
や
経
済
、文
化
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す

る
意
欲
を
高
め
る
た
め
、期
間
中
、市
内
で
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
ま
す
。

○
市
内
街
頭
啓
発

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
啓
発
物
品
の
配
布

日
時
　
12
月
３
日
㈫

午
前
８
時
〜
８
時
30
分（
予
定
）

場
所
　
西
鉄
春
日
原
駅
、Ｊ
Ｒ
春
日
駅
・
大

野
城
駅

問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
支
援
課
障
が
い
担

当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）３
０
９
０

○
障
が
い
者
ア
ー
ト
グ
ル
ー
プ
展

　

春
日
市
在
住
の
絵
画
な
ど
の
製
作
を
愛

好
す
る
皆
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
展
で
す
。独

創
的
で
柔
軟
な
発
想
か
ら
生
ま
れ
た
作
品

を
見
に
来
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
12
月
３
日
㈫
〜
13
日
㈮（
土
・
日
曜

日
は
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
所
　
春
日
市
役
所
１
階
中
央
ア
ト
リ
ウ
ム

問
い
合
わ
せ
先
　
人
権
政
策
課
人
権
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
５
３

○
障
害
者
週
間
啓
発
イ
ベ
ン
ト

ク
オ
リ
ア
の
会
に
よ
る
絵
本
コ
ン
サ
ー
ト

　

音
楽
と
語
り
に
よ
る
、大
人
も
子
ど
も

も
一
緒
に
楽
し
め
る
絵
本
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。絵
本
の
世
界
に
耳
を
傾
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時
　
12
月
７
日
㈯

午
後
３
時
〜
４
時（
開
場
／
午
後

２
時
30
分
〜
）

場
所
　
福
祉
ぱ
れ
っ
と
館
１
階
交
流
ス

ペ
ー
ス（
小
倉
３
ー
２
４
２
ー
１
）

※
満
員
時
は
入
場
を
制
限
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
支
援
課
障
が
い
担

当

○
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
春
日
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
主
催
）

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
大
会
を
行
い
ま
す
。障
が
い
の

あ
る
人
も
な
い
人
も
交
流
で
き
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
８
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時（
予

定
）

場
所
　
大
谷
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド（
大
谷

４
ー
１
）、勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
大
谷
６
ー
28
）

申
込
方
法
　
事
前
に
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
同
協
会

☎（
５
８
１
）７
２
２
５

F（
５
８
１
）７
２
５
８

12月3日～9日は｢障害者週間｣
福祉支援課 障がい担当 　☎（584）1111　F（584）3090

市
は
、11
月
25
日
㈪
か
ら
、一
般
社
団
法
人
地
方
税
電
子

化
協
議
会
が
運
用
す
る
、ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ（
エ
ル
タ
ッ
ク

ス
）を
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
開
始
し
ま
す
。こ
れ
に

よ
り
、地
方
税
の
手
続
き
を
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、電
子

的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

利
用
を
開
始
す
る
サ
ー
ビ
ス

▽
個
人
住
民
税（
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
、特
別
徴
収
に
関

す
る
届
け
出
）

▽
法
人
市
民
税（
申
告
書
の
提
出
、法
人
の
設
置
お
よ
び
異
動

の
届
け
出
）

▽
固
定
資
産
税（
償
却
資
産
の
申
告
）

※
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
、個
人
が
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
を
行
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。利
用
方
法
な
ど
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://w
w
w
.eltax.jp

▽
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク　

☎
０
５
７
０（
０
８
）１
４
５
９

※
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
一
部
つ
な
が
ら
な
い
通
信
機
器
が
あ
り
ま

す
。そ
の
場
合
は
☎
０
４
５（
７
５
９
）３
９
３
１
に
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

※
受
付
時
間
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
９
時（
祝
日
・
休
日
、年
末
年
始
は
除
く
）ま
で
で
す
。

ｅLTAXサービスを開始します
税務課 市民税担当 　☎（584）1111　F（584）1141
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市
内
の
保
育
所（
園
）に
、平

成
26
年
４
月
か
ら
入
所
を

希
望
す
る
人
の
受
け
付
け
を
開
始

し
ま
す
。

　

職
場
復
帰
な
ど
で
平
成
26
年
度

の
途
中
か
ら
入
所
を
希
望
す
る
場

合
や
、現
在
申
し
込
み
中
で
平
成

26
年
度
も
入
所
を
希
望
す
る
場
合

も
、こ
の
期
間
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

　

新
規
申
し
込
み
の
場
合
、事
前

に
入
所
希
望
保
育
所（
園
）の
見

学
が
必
要
で
す
。電
話
で
保
育
所

（
園
）に
予
約
を
し
、子
ど
も
と
一

緒
に
訪
問
見
学
し
て
、見
学
済
証

（
必
要
書
類
）を
も
ら
っ
て
く
だ
さ

い
。

対
象　

市
内
に
居
住
し
、保
護
者

の
仕
事
や
病
気
な
ど
の
理

由
で
、家
庭
で
保
育
を
受

け
ら
れ
な
い
生
後
51
日

（
岡
本
保
育
所
で
は
生
後

３
カ
月
）〜
就
学
前
の
子

ど
も

受
付
期
間　

12
月
16
日
㈪
〜
平
成

26
年
１
月
15
日
㈬（
土
・
日

曜
日
、祝
日
お
よ
び
12
月

29
日
〜
１
月
３
日
を
除

く
）

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
４
時
30
分（
受
付
審
査

に
15
〜
30
分
ほ
ど
必
要
）

申
込
方
法　

申
込
書（
必
要
書
類

を
添
付
）、見
学
済
証（
発

行
日
が
12
月
２
日
㈪
以
降

の
平
成
26
年
度
見
学
済
証

の
み
有
効
）を
提
出
す
る

受
付
場
所　

こ
ど
も
未
来
課
保
育

所
担
当（
市
役
所
２
階
）

※
簡
単
な
面
接
を
行
い
ま
す
の

で
、入
所
を
希
望
す
る
子
ど
も

と
一
緒
に
来
庁
し
て
く
だ
さ

い
。

※
申
込
書
は
、平
成
26
年
度
保
育

所
ガ
イ
ド
の
中
に
入
っ
て
い
ま

す
。保
育
所
ガ
イ
ド
は
、12
月
２

日
㈪
か
ら
、こ
ど
も
未
来
課
、各

保
育
所（
園
）で
配
布
し
ま
す
。

※
現
在
入
所
中
で
、継
続
し
て
同

じ
保
育
所（
園
）に
入
所
を
希
望

す
る
場
合
は
、申
込
書
を
保
育

所（
園
）に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

平成26年度の保育所（園）入所を受け付け
こども未来課 保育所担当 　☎（584）1111　F（584）1115

白水児童
センター
白水児童
センター

①

②

③ ④ ⑤

⑥

⑦ ⑧

⑨
⑩

①若竹保育園（桜ヶ丘4ｰ6）
　☎（591）6023
②岡本保育所（岡本1ｰ89）
　☎（591）3617
③須玖保育所（須玖南2ｰ120）
　☎（501）3090
④大和保育所（大和町1ｰ4ｰ1）
　☎（571）3267
⑤春日原保育所（春日原北町1ｰ3ｰ2）
　☎（571）0153
⑥昇町保育所（昇町3ｰ159）
　☎（571）1915
⑦白水保育所（下白水南3ｰ68）
　☎（582）2657
⑧春日中央保育園（昇町6ｰ114）
　☎（581）8640
⑨まみぃ保育園（大土居1ｰ97ｰ2）
　☎（588）7300
⑩あいあい保育園（白水ヶ丘1ｰ12ｰ3）
　☎（915）7555

■保育所（園）一覧表
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～まちの話題や人物の紹介～

新田寛和さん（ボーイスカウト春日 1団）

ボーイスカウト日本連盟の富士章を取得
　この度、新

にった

田寛
ひろかず

和さんが、同連盟のベンチャースカウトとして最高位のスカウト

に与えられる富士章を取得し、その報告のため、10月2日、市役所を訪れました。

　ボーイスカウトは、各年齢層に応じてビーバースカウト、カブスカウトなど５つ

の部門により構成されています。各年代に応じた教育プログラムを受け、社会人と

して必要な技能訓練、社会奉仕活動を通じて社会参加することを目的に設立され

た団体です。高校生年代のベンチャースカウトでは、奉仕活動の他、個人で野外活

動の技能やリーダーシップを養う訓練を行っています。

　富士章は、難易度の高いさまざまな課題を達成した人に対し承認される最高位の章で、年によっては、取得者が出な

いほど、取得することが難しい章です。今回、新田さんは、奉仕活動の実践や野外活動の技能章の取得の他、地球環境プ

ロジェクトとして「宇宙への扉、種子島へ」、文化活動の分野として「屋久島の自然環境」、趣味・特技の探求の分野として

「ロボコン部の初代マネージャー」の3つのプロジェクトを企画し実践した結果、見事、富士章の取得となりました。

　小学校２年生のときにボーイスカウトに入団し、現在は久留米工業高等専門学校に通う新田さんは、「このスカウト

では、普段行かない場所に行き、色々な人と交流ができて、学校では味わえない体験を通してたくさんのことを学べま

す。現在、高校でさまざまな材料についての研究を行っていますが、将来は研究者になって、新しい物質を発見、研究し、

僕が世界を変えたいと思っています」と熱く将来の夢を語りました。

　これに対して井上市長は、「この春日から、このような素晴らしい人材が出てくるとは、将来が楽しみです。今後の新

田さんのご活躍を期待しています」と激励しました。

△左から竹下育成会会長、井上市長、
　新田さん、吉井副団委員長

ソフトバレー「リバティーズ」

全国大会で優勝
　市内で活躍するソフトバレーチーム「リバティーズ」が、９月15日・16日に

山口県周南市で行われた「全国ソフトバレーレディース＆メンズ交流大会」の

レディース部門で、優勝しました。

　ソフトバレーは、ゴム製ボールを使う競技のためラリーが長く続き、見た目

以上にハードで体力がいる競技です。

　リバティーズは、35～57歳の10人で構成するチームです。半年にわたって

行われた県予選を勝ち抜き、結成11年目にして、全国から選ばれた48チームの頂点に立ちました。2度目の全国大会出

場で、今回こそは優勝するという目標を持って試合に取り組みました。「優勝してうれしかったし、目標が達成できほっ

とした」と本大会のキャプテンを努めた武
たけだ

田長
たけ み

美さん。

　毎月６回、練習試合形式で春日東小学校と春日南中学校で、楽しく練習しているとのこと。皆さんも、練習に参加して

みませんか。

△全国大会で優勝したリバティーズ

市 報 か す が
平成25年11月15日7
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秋空の下、さわやかな汗を流した

スポーツフェスタ（大会結果）

（９月23日）
○中学生ソフトテニス　
　▷２年生男子Ａの部　春日西中学校
　▷２年生女子Ａの部　春日東中学校
　▷２年生男子Ｂの部　春日西中学校
　▷２年生女子Ｂの部　春日西中学校
　▷１年生男子（個人戦Ａ）の部　松

まつもと
本・安

あ べ

部
（春日東中学校）

　▷１年生男子（個人戦Ｂ）の部　中
なかた

田・河
かわの

野
（春日南中学校）

　▷１年生女子の部　松
なつなが

永・白
しらと

土（春日西中学
校）

（10月５日）
○小学校対抗ソフトボール
　雨天のため中止
（10月６日）
○グラウンドゴルフ（自治会対抗）
　小倉地区自治会（Ａ）
○ゲートボール（自治会対抗）
　▷一般の部　若葉台西地区自治会
　▷世代間交流の部　桜ヶ丘地区自治会
○ ビーチボールバレー（自治会対抗）
　若葉台西地区自治会
○ アジャタ（玉入れ）大会
　▷小学生の部　そうりなめこ

　▷ミックスの部　やよいの里Ｃ
　▷一般の部　トキメキオトメーズ
（10月13日）
○ドッジボール
　▷男子の部　下白水北子ども会
　▷女子の部　春日公園子ども会
○相撲
　▷団体戦　春日原スポーツ少年団

Ａ
　▷個人戦
　　１年　渡

わたなべ

部　敦
あつや

也
　　２年　原

はらだ

田　昴
こうせい

征　　
　　３年　多

た ら

良　泰
たいが

我
　　４年　隈

くまもと

本　桜
おうた

太
　　５年　橋

はしもと

本　渚
しょう

生
　　６年　白

しろうず

水　空
たかき

大
○綱引
　▷低学年の部　ＷＫ

Ｂ28チームＷ（若
葉台西子ども会）

　▷高学年の部　ＷＫ
Ｂ28チームＫ（若
葉台西子ども会）

　▷一般の部　ほしみ
がおか３ｰ７　　　　

　9月14日から10月13日にかけて、スポーツフェスタを開催しました。
秋空の下、2640人の参加者がさわやかな汗を流し、大盛況に終わりま
した。各競技の結果をお知らせします。
種目・優勝団体（または個人（敬称略））　

総合順位第 5位

第 56回福岡県民体育大会
　今年1月から9月にかけて行われた県民体育大会の結果をお知らせします。

　秋季大会青年の部で優勝した卓球競技（青年の部）と剣道競技（青年女子）は、11月8

日㈮～11日㈪に行われた第62回全国青年大会に出場しました。

▷冬季大会（平成25年1月27日㈰）　第13位（30郡市参加）

▷夏季大会（平成25年8月25日㈰）　第7位（38郡市参加）

▷ 総合順位　第5位

※総合順位は冬季・夏季・秋季の総合順位です。秋季大会のみの結果はありません。

△県民体育大会秋期大会
　剣道（男子）

△子ども会対抗ドッジボール

△親子で元気アップエクササイズ

△ストラックアウト

△子ども会対抗綱引

8市 報 か す が
平成25年11月15日



健康・福祉・子育て

いきいきフェスタ春日2013
　10月20日、いきいきプラザ・春日小学校・福祉ぱれっと館で、いきい

きフェスタ2013を行いました。

　このフェスタは、健康・福祉・子育てをテーマに、子どもから大人ま

で全ての人が、健康のすばらしさや福祉支援による安心感などを共感

しながら楽しめるよう、市が毎年行っているものです。

　会場を、体力チェックや食育ミニステージなど楽しく健康について

学べる「健康コーナー」、ボランティア体験や福祉団体活動紹介などを

行う「福祉コーナー」、親子ふれあい遊びや絵本の読み聞かせなどを行

う「子育てコーナー」と大きく3つのテーマに分け、さまざまな企画を

行いました。

　また、今年は、フェスタに併せて

市の食育推進のために募集した食

育標語の優秀作品（市報11月1日

号で紹介）の表彰式も開催。当日は

天候にも恵まれ、約2500人もの来

場者でにぎわいました。　　　

△子育て広場でタングラム「レモンのたね」を　
　楽しむ親子

△食育標語表彰式
△ボランティア体験コーナーで手話の体験を
　する参加者

「地域に学ぶ講演会」

春日高校で文化財講演会
　10月16日、県立春日高校で市文化財課職員による「遺跡から学ぶ春日の歴

史」と題した講演会が行われました。

　これは同校が平成13年から毎年企画している「地域に学ぶ講演会」の一環と

して行われたものです。これまでもさまざまな部門で活躍する人を講師に迎

え、生徒たちが地域に関心を持ち、将来の進路選択の参考になるようにと実施

されてきました。

　この日は、全校生徒約1160人が参加し、同校建設時には敷地内にたくさんの甕
かめかん

棺が確認され、今もグラウンド下に

保存されている話などに耳を傾けました。

　春日西中学校出身という同校２年の八
やひろ

尋聖
せい か

加さんは「自分たちの暮らしているまちや通っている学校に、こんなにす

ごい遺跡があることを初めて知りました」と歴史への興味が増した様子でした。

△全校生徒の前で、身近な遺跡について講
演する職員

市 報 か す が
平成25年11月15日9
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イ
ベ
ン
ト

新
生
活
産
業

合
同
会
社
説
明
会

　

育
児
や
家
事
支
援
、健
康
づ
く
り
な

ど
、需
要
が
拡
大
し
て
い
る
個
人
・
家
庭

向
け
サ
ー
ビ
ス（
新
生
活
産
業
）分
野
の

企
業
に
よ
る
、合
同
会
社
説
明
会
を
行

い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

対
象　

現
在
求
職
中
の
人
、平
成
26
年

３
月
卒
業
予
定
者

日
時　

11
月
28
日
㈭

午
後
１
時
〜
５
時（
受
付
／
午

後
４
時
30
分
ま
で
）

場
所　

西
日
本
総
合
展
示
場
Ａ
Ｉ
М
ビ

ル
Ｇ
展
示
場（
北
九
州
市
小
倉

北
区
浅あ

さ
の野
３
ー
８
ー
１
）

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
新
生
活
産
業

就
職
支
援
事
業
運
営
事
務
局

（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
株

式
会
社
内
）

☎（
７
１
３
）８
６
０
０

shinseikatsu@
athum

an.com

第
34
回

Ｊ
Ａ
筑
紫
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　

安
心
・
安
全
・
新
鮮
な
農
畜
産
物
を
提

供
し
、農
業
や
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま

す
。

日
時　

11
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰（
２
日

間
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

場
所　

Ｊ
Ａ
筑
紫
本
店
会
場（
筑
紫
野

市
杉す

ぎ
づ
か塚
３
ー
３
ー
10
）

※
福
岡
農
業
高
校
を
第
２
駐
車
場
と
し

て
確
保
し
、午
前
９
時
か
ら
午
後
３

時
ま
で
、２
台
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。

催
事
内
容

▽
23
日
㈯　

福
農
太
鼓
、プ
リ
キ
ュ
ア

と
遊
ぼ
う
、響
爆
笑
ラ
イ
ブ
他

▽
24
日
㈰　

那な
か
が
わ

珂
川
仁ひ

と
み美
歌
謡
シ 

ョ
ー
、仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ガ
イ
ム
シ
ョ 

ー
他

出
店
内
容　

新
鮮
野
菜
販
売
、花
苗
販

売
、博
多
和
牛
焼
肉
コ
ー
ナ
ー
、

餅
つ
き
コ
ー
ナ
ー
、新
米
感
謝

セ
ー
ル
、地
区
別
模
擬
店（
食

事
）他

問
い
合
わ
せ
先　

Ｊ
Ａ
筑
紫
本
店（
代

表
）

☎（
９
２
４
）１
３
１
１

F（
９
２
１
）５
０
８
２

ス
ポ
ー
ツ

温
水
プ
ー
ル

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
催
中

　

期
間
中
に
来
館
し
た
人
に
、ス
タ
ン

プ
カ
ー
ド
を
発
行
し
て
い
ま
す
。利
用

す
る
度
に
ス
タ
ン
プ
を
押
印
し
、10
ま

た
は
30
個
貯
ま
る
と
、施
設
利
用
券
や

オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
無
料
利
用
券

な
ど
の
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
継
続
的
な
運
動
を
始
め

ま
せ
ん
か
。

対
象　

高
校
生
以
上
の
来
館
者

期
間　

平
成
26
年
１
月
31
日
㈮
ま
で

※
特
典
の
利
用
は
、平
成
26
年
２
月
28

日
㈮
ま
で
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
温
水
プ
ー
ル

☎（
９
１
５
）３
５
０
０

F（
９
１
５
）１
０
０
５

健　

康

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

　

生
活
習
慣
病
や
子
ど
も
の
食
事
が
気

に
な
る
人
な
ど
、食
生
活
に
関
す
る
悩

み
に
つ
い
て
、管
理
栄
養
士
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。　

日
時　

11
月
28
日
㈭
・
12
月
２
日
㈪

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の

う
ち
１
時
間
程
度

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
会
議
室

（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
保
健

指
導
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

食
生
活
改
善
推
進
員
と
作
る

男
性
料
理
教
室

　

春
日
市
食
生
活
改
善
推
進
会
は
、市

民
の
健
康
づ
く
り
を
手
助
け
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

　

料
理
に
不
慣
れ
な
男
性
を
対
象
に
、

同
会
推
進
員
と
共
に
作
る
料
理
教
室
を

行
い
ま
す
。

　
「
自
分
の
昼
食
は
、自
分
で
作
る
」を

目
標
に
、気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時　

12
月
13
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

参
加
費　

５
０
０
円

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、三
角

巾
、手
拭
き
用
の
タ
オ
ル

申
込
方
法　

11
月
15
日
㈮
〜
29
日
㈮

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
保
健

指
導
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

子
育
て

お
出
掛
け
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
せ
ん
か

は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、お
出
掛

け
デ
ビ
ュ
ー
や
、友
達
づ
く
り
を
応
援

し
て
い
ま
す
。

　

月
齢
が
近
い
親
子
同
士
で
、さ
ま
ざ

ま
な
交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

平
成
25
年
６
〜
９
月
生
ま
れ
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者（
２
日

間
と
も
参
加
で
き
る
人
）

日
時　

12
月
４
日
㈬
・
13
日
㈮

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

す
く
す
く
プ
ラ
ザ（
須
玖
南

２
ー
１
２
０
）

内
容　

親
子
あ
そ
び（
タ
ッ
チ
ケ
ア
な

ど
）、保
護
者
同
士
の
交
流
会
、

保
育
士
・
保
健
師
に
よ
る
相
談

（
希
望
者
の
み
）　

※
き
ょ
う
だ
い
児
の
託
児
、参
加
は
で

き
ま
せ
ん
。

定
員　

12
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

11
月
20
日
㈬
〜
27
日
㈬
に

電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
子
ど
も
の
名

前
・
生
年
月
日
、居
住
地
区
、電

話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援

課

☎（
５
８
４
）１
０
１
０

F（
５
８
４
）７
７
３
９

ko
so
d
ate@

city.kasuga.
fukuoka.jp

www.city.kasuga.fukuoka.jp
春日市役所 ☎（584）1111
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ふ
く
お
か
子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー

認
定
研
修
会

　

県
は
、高
齢
者
の
豊
か
な
知
識
や
経

験
を
生
か
し
て
地
域
の
子
育
て
支
援
の

現
場
で
活
躍
し
て
も
ら
う
た
め
の
、「
ふ

く
お
か
子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー
」制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
、マ
イ
ス
タ
ー

認
定
の
た
め
の
研
修
会
を
行
い
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。研
修
内
容
な
ど

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

満
60
歳
以
上（
今
年
度
中
に
満

60
歳
と
な
る
人
を
含
む
）で
子

育
て
支
援
に
熱
意
が
あ
る
人

日
時　

12
月
4
日
㈬
・
６
日
㈮
・
10
日

㈫
・
11
日
㈬
・
18
日
㈬
・
25
日
㈬
・

26
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
３
時（
12
月

6
日
㈮
・
25
日
㈬
は
、午
後
４
時

ま
で
）

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

申
込
方
法　

11
月
26
日
㈫
ま
で
に
、所

定
の
申
込
書
を
フ
ァ
ッ
ク
ス
か

郵
送
で
送
る 

※
申
込
書
は
市
高
齢
課
、子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
、「
ふ
く
お
か
子
育
て
マ

イ
ス
タ
ー
」コ
ー
ナ
ー
窓
口
、ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（

http://fscr.or.jp/
m
eister/

）か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
「
ふ
く
お
か
子

育
て
マ
イ
ス
タ
ー
」コ
ー
ナ
ー

（
〒
812
ー
０
０
１
３
福
岡
市
博

多
区
博は

か
た
え
き
ひ
が
し

多
駅
東
１
ー
１
ー
33
は

か
た
近
代
ビ
ル
５
階
）

☎（
４
８
１
）１
３
１
２

F（
６
２
３
）５
６
７
７

講
演
講
座

開
催
し
ま
す

歴
史
講
演
会

　

九
州
国
立
博
物
館
を
愛
す
る
会
と
の

連
携
事
業
と
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

11
月
28
日
㈭

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
研
修
室

（
岡
本
３
ー
57
）

内
容
・
講
師　

▽
特
別
公
開「
江え

が
み上
波な

み
お夫
の
眼　

こ
と

ば
と
か
た
ち
」紹
介

臺だ
い
の
ぶ信
祐ゆ

う
じ爾
さ
ん（
九
州
国
立
博
物
館

企
画
課
長
）

▽
奴
国
の
官
営
工
房
と
須
玖
岡
本
遺
跡

井い
の
う
え上
義よ

し
な
り也
さ
ん（
市
文
化
財
課
職
員
）

定
員　

80
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

九
州
国
立
博

物
館
を
愛
す
る
会（（
社
）つ
く

し
青
年
会
議
所
内
）九
州
ふ
る

さ
と
セ
ミ
ナ
ー
宛（
〒
818
ー

０
０
５
８
筑
紫
野
市
湯ゆ

ま
ち町
３
ー

２
ー
５
）

☎（
９
２
４
）８
３
３
８

F（
９
２
１
）２
９
０
６

市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

男
女
共
同
参
画
推
進
講
座

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、

男
女
共
同
参
画
推
進
講
座（
全
４
回
）を

開
催
し
ま
す
。

　

な
ぜ
男
女
共
同
参
画
が
必
要
な
の

か
、男
女
共
同
参
画
の
変
遷
、国
際
的
に

見
た
日
本
の
状
況
や
課
題
な
ど
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
が
、事
前
の
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

日
時　

12
月
18
日
㈬

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

場
所　

男
女
共
同
参
画
・
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
じ
ょ
な
さ
ん
研
修
室

（
光
町
１
ー
73
）

内
容　

だ
れ
も
が
幸
せ
な
社
会
の
実
現

に
向
け
て
〜
男
女
共
同
参
画
社

会
の
現
在
、そ
し
て
こ
れ
か
ら

を
考
え
る
〜

講
師　

竜た
つ
ぐ
ち口
英ひ

で
ゆ
き幸
さ
ん（
西
日
本
新
聞

Ｔ
Ｎ
Ｃ
文
化
サ
ー
ク
ル
取
締
役

企
画
事
業
部
長
）

申
込
方
法　

12
月
6
日
㈮
ま
で
に
、電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

人
権
政
策
課

男
女
共
同
参
画
・
消
費
生
活
担

当

☎（
５
８
４
）１
２
０
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１

jyo
n
asan

@
city.kasu

ga.
fukuoka.jp

（仮称）新南部工場建設工事の進捗状況
　福岡都市圏南部環境事業組合は、平成28年４月に
本格稼動する（仮称）新南部工場（清掃工場）の建設工
事を、平成25年１月から進めています。
　現在、受け入れたごみをためるごみピットの工事中です
（写真下）。

　工事の進み具合は、同組合のウェブサイト（
http://f-nanbukan 
kyo.jp）や新工場を
運営する株式会社創
造の森（特別目的会
社）のウェブサイト（
http://www.sozo-
no-mori.com）でも確認できます。
　また、工事現場南側仮設囲いには、環境学習の一環
として、天神山小と春日南小の４年生が描いた絵画を順
次展示していきます（写真上）。
　今後も、地域の皆さんのご理解とご協力をお願いしま
す。
問い合わせ先　同組合（市役所1階）

☎（575）1131　F（575）1175

▷
順
調
に
工
事
が
進
む（
仮
称
）新
南
部
工
場



12市 報 か す が
平成25年11月15日

子
ど
も
歴
史
ク
ラ
ブ

手
作
り
の
し
め
飾
り
で
お
正
月
を

　

地
元
の
名
人
に
、し
め
飾
り
の
作
り

方
を
教
え
て
も
ら
い
ま
す
。親
子
で
し

め
飾
り
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

12
月
21
日
㈯

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館（
岡
本

３
ー
57
）

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　

は
さ
み

申
込
方
法　

11
月
21
日
㈭
〜
12
月
20
日

㈮
に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、直

接
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

春
日
の
歴
史
と
文
化
を
語
る

第
２
回・３
回
参
加
者
募
集

　

市
内
の
歴
史
や
文
化
を
、や
さ
し
く

解
説
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。ぜ
ひ
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

小
学
５
年
生
以
上
の
人

内
容
・
日
時

▽
第
２
回「
大
水
城
と
小
水
城
」

11
月
23
日
㈯　

午
後
２
時
〜
４
時

▽
第
３
回「
石
造
物
を
探
る
」　

12
月
７
日
㈯　

午
後
２
時
〜
４
時

※
１
回
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

場
所　

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館（
岡
本

３
ー
57
）

定
員　

50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

各
回
、前
日
ま
で
に
、電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、直
接
窓
口
の

い
ず
れ
か
で
氏
名
、電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

初
心
者
や
親
子
の
参
加
も
歓
迎

や
き
も
の
作
り
教
室

　

の
ぼ
り
窯
体
験
広
場
で
や
き
も
の
作

り
を
楽
し
み
な
が
ら
、古
代
の
陶
芸
家

の
気
分
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

作
っ
た
作
品
は
、窯
で
焼
い
て
、後
日

渡
し
ま
す
。

日
時　

12
月
14
日
㈯

▽
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

▽
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

の
ぼ
り
窯
体
験
広
場（
白
水
ヶ

丘
１
ー
４
）

参
加
費　

粘
土
５
０
０
ｇ
当
た
り

３
０
０
円（
材
料
費
）

定
員　

各
15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

11
月
14
日
㈭
〜
12
月
13
日

㈮
に
電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、奴
国

の
丘
歴
史
資
料
館
の
窓
口
の
い

ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
、希
望
時
間
を
伝
え

る

※
申
し
込
み
は
、参
加
者
本
人
ま
た
は

そ
の
家
族
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
保
護
者
同

伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

子
ど
も
緑
の
教
室

　

お
正
月
を
飾
る
、こ
け
玉
作
り
を
行

い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。親
子
で
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

小
学
生
と
保
護
者

日
時　

12
月
25
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

12
月
18
日
㈬
ま
で
に
、ハ

ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、

保
護
者
の
氏
名
、子
ど
も
の
氏

名
・
学
年
、電
話
番
号
、参
加
希

望
日
を
記
入
し
て
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

管
理
事
務
所「
子
ど
も
緑
の

教
室
」係（
〒
839
ー
１
２
１
３

久
留
米
市
田
主
丸
町
益ま

す
お
だ

生
田

１
１
２
５
）（
月
曜
休
館
）

☎
０
９
４
３（
７
２
）１
１
９
３

F
０
９
４
３（
７
２
）１
５
５
８

白
水
大
池
公
園
星
の
館　

ふ
た
ご
座
流
星
群
を
見
よ
う

　

ふ
た
ご
座
流
星
群
は
年
に
一
度
、こ

の
時
期
に
し
か
見
ら
れ
な
い
天
体
現
象

で
す
。参
加
は
無
料
で
誰
で
も
参
加
で

き
ま
す
が
、高
校
生
以
下
は
保
護
者
が

同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
14
日
㈯

午
後
９
時
〜
11
時

※
悪
天
候
の
場
合
、中
止
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

会
場　

同
館（
下
白
水
２
０
９
ー
１
７ 

１
）

定
員　

50
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

11
月
28
日
㈭（
必
着
）ま
で

に
、復
信
表
面
に
住
所
、氏
名
を

明
記
し
た
往
復
ハ
ガ
キ
で
住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、Ｅ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
任
意
）を
伝

え
る

※
複
数
人（
家
族
な
ど
）で
申
し
込
む
場

合
は
、参
加
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
結
果
は
後
日
通
知
し
ま
す
。

申
込
先　

社
会
教
育
課
社
会
教
育
担
当

（
〒
816̶

０
８
３
１
大
谷
６
ー

24
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
館

☎（
５
５
８
）９
０
９
９

F（
５
５
８
）９
０
２
３

starpalace@
skyblue.ocn.

ne.jp

犯
罪
被
害
者
相
談
電
話

○
ミ
ズ
・
リ
リ
ー
フ
ラ
イ
ン

福
岡
県
警
察
で
は
、さ
ま
ざ
ま

な
犯
罪
被
害
者
の
心
の
ケ
ア
を
行

う
専
用
の
相
談
電
話
を
開
設
し
て

い
ま
す
。女
性
の
臨
床
心
理
士
が

丁
寧
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
電
話　

☎（
６
３
２
）７
８
３
０

受
付
時
間　

平
日
・
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
45
分

○
福
岡
犯
罪
被
害
者
総
合
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

福
岡
県
で
も
、さ
ま
ざ
ま
な
犯

罪
被
害
者
を
支
援
す
る
た
め
、電

話
相
談
か
ら
支
援
制
度
の
紹
介
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、病
院
な
ど
へ

の
付
き
添
い
な
ど
の
総
合
的
な
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
電
話

☎（
７
３
５
）３
１
５
６（
福
岡
）

☎（
５
８
２
）２
７
９
６（
北
九
州
）

受
付
時
間　

平
日
・
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

※
相
談
は
無
料
で
す
。一
人
で
悩
ま

ず
、勇
気
を
出
し
て
、連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

地
域
づ
く
り
課
地
域
づ
く
り
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
５
３

筑
紫
野
警
察
署
安
全
安
心
ま
ち
づ
く

り
推
進
室

☎（
９
２
９
）０
１
１
０（
F
兼
用
）

安
心

安
全
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福
岡
サ
ポ
ス
テ

第
２
回
家
族
セ
ミ
ナ
ー

　

臨
床
心
理
士
の「
食
生
活
と
ひ
き
こ

も
り
の
関
係
に
つ
い
て
」の
講
話
と
、ひ

き
こ
も
り
体
験
者
に
よ
る
体
験
発
表
を

行
い
ま
す
。

　

お
お
む
ね
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
な

か
な
か
仕
事
に
就
け
な
い
人
、ニ
ー
ト
・

ひ
き
こ
も
り
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
人
、

そ
の
親
な
ど
が
対
象
で
す
。

　

ぜ
ひ
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
27
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

福
岡
市
立
婦
人
会
館（
福
岡
市

中
央
区
舞ま

い
づ
る鶴
２
ー
５
ー
１
あ
い

れ
ふ
８
階
研
修
室
Ａ
）

定
員　

約
35
人

申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎（
７
３
９
）３
４
０
５

F（
７
３
９
）３
４
０
８

生
涯
現
役
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー

特
別
講
演

　

中
高
年
齢
者
が
、退
職
前
も
退
職
後

も
豊
か
で
充
実
し
た
生
き
が
い
の
あ
る

生
活
を
生
涯
送
れ
る
よ
う
に
、ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
幅
を
広
げ
る
た
め
の
セ
ミ

ナ
ー
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

55
歳
以
上
の
人

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

日
時　

11
月
26
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

天
神
ビ
ル
11
階
９
号
会
議
室

（
福
岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神
２
丁
目
）

演
題　

生
涯
現
役
の
ス
ス
メ
〜
私
ら
し

く
生
き
る
〜

講
師　

林は
や
し
だ田
ス
マ
さ
ん（
ま
ど
か
ぴ
あ

館
長
）

定
員　

１
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
、在
職
か

離
職
か
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

一
般
社
団
法

人
中
高
年
齢
者
雇
用
福
祉
協
会

☎（
７
３
８
）０
０
４
０

F（
７
１
２
）２
４
６
９

ぶ
ど
う
の
庭

福
岡
県
協
働
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー

○
福
岡
県
協
働
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー（
県
・

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
・

市
の
協
働
事
業
）

「
協
働
」と
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
企
業
・
行
政
な
ど
が
そ
れ
ぞ

れ
の
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
地
域
課

題
を
一
体
と
な
っ
て
解
決
し
て
い
く

取
り
組
み
で
す
。今
後
、協
働
に
取
り

組
む
上
で
必
要
と
な
る
組
織
運
営
・

企
画
提
案
・
広
報
な
ど
の
基
礎
知
識
・

基
礎
力
を
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
身
に
つ

け
ま
せ
ん
か
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

12
月
７
日
㈯

午
後
１
時
〜
５
時

内
容

▽
第
１
部　

協
働
に
必
要
な
基
礎
知

識
・
基
礎
力
を
学
ぼ
う

▽
第
２
部　

協
働
で
解
決
さ
れ
る
地

域
課
題
を
み
つ
け
よ
う（
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
）

場
所　

同
セ
ン
タ
ー（
須
玖
北
５
ー

１
５
５
）

講
師　

蓼た
で
は
ら原
典の

り
あ
き明
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
え
ふ
ネ
ッ
ト
福
岡
専
務
理

事
）

定
員　

40
人

申
込
方
法　

12
月
３
日
㈫
ま
で
に
、

電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、直
接
地

域
づ
く
り
課
か
ぶ
ど
う
の

庭
窓
口
で
申
し
込
む（
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト

http://fnet-
fukuoka.net/

か
ら
も
申

込
可
）

※
申
込
書
は
地
域
づ
く
り
課（
市
役

所
４
階
）や
ぶ
ど
う
の
庭
で
も
配

布
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
づ
く
り
課
地

域
づ
く
り
担
当

　

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

　

F（
５
８
４
）１
１
５
３

○
ア
フ
タ
ー
サ
ロ
ン

福
岡
県
協
働
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
の

ア
フ
タ
ー
サ
ロ
ン
を
、参
加
者
間
の

情
報
共
有
や
交
流
す
る
場
と
し
て
開

催
し
ま
す
。

日
時　

12
月
７
日
㈯

午
後
５
時
30
分
〜
７
時

場
所　

同
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

実
費（
１
０
０
０
円
程
度
）

申
込
方
法　

12
月
３
日
㈫
ま
で
に
、

電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、氏

名（
ふ
り
が
な
）、電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

☎（
５
８
９
）３
３
８
８

F（
５
８
９
）３
３
９
９

info@
budounoniw

a.com

問い合わせ先　環境課
☎（584）1111　F（584）1147

冬の省エネに向けての準備

　だんだん寒くなってきて、暖房をつ
けるかどうか悩む時期です。暖房をつ
ける前に一工夫してみませんか。
○体を整える
　体の新陳代謝を向上させると、
冷えを予防できます。ストレッチ
やラジオ体操など、軽く息が弾む
程度の有酸素運動を毎日続けるこ
とで、効果が大きくなります。
　また、冬が旬の根菜類や豆類、発
酵食品、ショウガなどは、体を温め
る効果があります。

○衣服の工夫を
　首、手首、足首の３つの首を暖め
ると、寒さもやわらぎます。
　機能性素材の下着などを着用し
たり、重ね着をしたりすることで、
体温が上がります。

○住まいの工夫を
　暖かい空気は天井にたまりやす
いので、扇風機などを天井に向け
て、空気を循環させ、効率よく部屋
を暖めましょう。
　カーテンを厚地にしたり、ドア
と床の間の隙間にテープを貼った
りして、隙間風を防ぎましょう。
　床に断熱シートやカーペットを
敷き、下からの寒さも防ぎましょ
う。
　冬の家庭で使うエネルギーの多
くは、暖房で使われています。外か
らの寒さを防ぎ、体感温度を上げ
る工夫をして、本格的な冬に備え
ましょう。
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あ
す
ば
る
出
前
講
座

話
し
愛・認
め
愛
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術

　

男
女
共
同
参
画
の
社
会
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、あ
す
ば
る
出
前
講
座（
第

２
回
・
３
回
）を
開
催
し
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め

る
た
め
の
、自
分
の
心
の
あ
り
方
に
つ

い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
予
約
も
不
要
で
す
。

ま
た
、託
児（
要
予
約
）も
あ
り
ま
す
。

日
時
・
内
容

▽
第
２
回
目　

日
時　

11
月
28
日
㈭

午
前
10
時
〜
正
午

内
容　

身
近
な
出
来
事
か
ら
学
ぶ

パ
ー
ト
１
〜
家
族
で
の
話
し

合
い
〜

▽
第
３
回
目　

日
時　

12
月
12
日
㈭

午
後
７
時
〜
９
時

内
容　

身
近
な
出
来
事
か
ら
学
ぶ

パ
ー
ト
２
〜
地
域
や
職
場
で

の
話
し
合
い
〜

講
師　

長ち
ょ
う
あ
み

阿
彌
幹み

き
お生
さ
ん（
教
育
文
化

研
究
所
代
表
）

場
所　

春
日
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
じ
ょ
な
さ
ん
研
修
室（
光

町
１
ー
73
）

託
児
申
込
方
法　

参
加
希
望
日
の
１
週

間
前
ま
で
に
、フ
ァ
ッ
ク
ス
か

Ｅ
メ
ー
ル
で
保
護
者
の
氏
名
、

子
ど
も
の
名
前
、年
齢
、電
話
番

号
を
送
る

託
児
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン

タ
ー
じ
ょ
な
さ
ん

F（
５
８
４
）１
１
８
１

jyo
n
asan

@
city.kasu

ga.
fukuoka.jp

問
い
合
わ
せ
先　

え
が
お
の
会　

杉す
ぎ
う
ら浦

☎
０
９
０（
４
５
１
３
）７
５
３
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１

環　

境

春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

リ
サ
イ
ク
ル
展
示
会・講
座

○
リ
サ
イ
ク
ル
展
示
会

同
プ
ラ
ザ
に
持
ち
込
ま
れ
、再
利

用
で
き
る
よ
う
に
修
理
し
た
自
転
車

（
約
30
台
）や
ス
チ
ー
ル
家
具
類（
約

１
０
０
点
）な
ど
を
展
示
し
、譲
渡
ま

た
は
販
売（
自
転
車
の
み
）し
ま
す
。

日
替
わ
り
品
も
あ
り
ま
す
の
で
、

希
望
者
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象　

春
日
市
・
大
野
城
市
に
住
ん

で
い
る
人

展
示
・
期
間　

12
月
３
日
㈫
〜
８
日

㈰（
７
日
㈯
を
除
く
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

申
込
方
法　

期
間
中
に
、同
プ
ラ
ザ

で
申
込
書
を
受
け
取
り
、必

要
事
項
を
記
入
し
た
後
、持

参
し
た
ハ
ガ
キ（
一
世
帯
１

枚
、表
面
に
申
込
者
の
住
所

と
氏
名
を
記
入
、裏
面
が
白

紙
の
も
の
）と
一
緒
に
提
出

す
る

※
来
場
者（
本
人
）の
み
の
申
し
込
み

に
限
り
ま
す
。

注
意
事
項

▽
１
世
帯
で
、自
転
車
・
ス
チ
ー
ル
家

具
類
を
各
１
点
申
し
込
め
ま
す
。

▽
同
一
世
帯（
２
世
帯
も
含
む
）に
よ

る
複
数
の
ハ
ガ
キ
で
の
申
し
込
み

は
無
効
と
し
ま
す
。

▽
自
転
車
は
有
料（
２
０
０
０
円
）

で
、防
犯
登
録
料（
５
０
０
円
）も

必
要
で
す
。

▽
自
転
車
当
選
後
１
年
間
は
、新
た

に
自
転
車
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

▽
申
込
多
数
の
場
合
は
、12
月
11
日

㈬
午
前
９
時
か
ら
公
開
抽
選
を
行

い
、抽
選
結
果
を
申
込
者
全
員
に

ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。

▽
当
選
品
は
、12
月
13
日
㈮
〜
19
日

㈭（
14
日
㈯
、15
日
㈰
を
除
く
）の

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分
に
引

き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
リ
サ
イ
ク
ル
講
座
・
見
学
会

施
設
見
学
を
行
い
、そ
の
後
、廃
油

石
け
ん
を
作
り
、ご
み
と
し
て
搬
入

さ
れ
た
陶
器
な
ど
を
再
利
用
し
ま

す
。環

境
と
体
に
優
し
い
ほ
の
か
な
香

り
の
石
け
ん
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

対
象　

春
日
市
・
大
野
城
市
に
住
ん

で
い
る
人

日
時　

12
月
４
日
㈬

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場
所　

同
プ
ラ
ザ
２
階
研
修
室

講
師　

山や
ま
だ田

惠え

み美
さ
ん（
県
地
球
温

暖
化
防
止
活
動
推
進
委
員
）

参
加
費　

３
０
０
円（
材
料
代
）

定
員　

30
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法　

11
月
25
日
㈪
ま
で
に
、

ハ
ガ
キ（
当
日
消
印
有
効
）、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
住
所
、氏
名（
ふ

り
が
な
）、電
話
番
号
を
伝
え

る

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ 

ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
プ
ラ
ザ

（
〒
816
ー
０
８
１
１
春
日
公
園

６
ー
２
）

☎（
５
９
６
）７
０
６
６

F（
５
９
５
）４
１
４
０

korplaza

＠csf.ne.jp

募　

集

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

職
業
訓
練
生
募
集

　

同
校
の
平
成
26
年
度
の
訓
練
生
を
募

集
し
ま
す
。

応
募
資
格

▽
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
、ま
た
は

手
帳
を
取
得
可
能
な
人

▽
総
合
実
務
科
は
、療
育
手
帳
な
ど
の

所
持
者（
身
体
障
害
以
外
の
障
が
い

が
あ
る
人
は
要
相
談
）

訓
練
期
間　

１
年
間（
プ
ロ
グ
ラ
ム
設

計
科
は
２
年
間
）

募
集
定
員

▽
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
製
図
科　

20
人

▽
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科　

20
人

▽
商
業
デ
ザ
イ
ン
科　

20
人

▽
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科　

20
人

▽
福
祉
住
環
境
科　

20
人

▽
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
科（
う
ち
５
人
重
度

視
覚
障
が
い
者
）　

30
人

▽
総
合
実
務
科（
知
的
障
が
い
者
）　

20

人
申
込
方
法　

平
成
26
年
１
月
８
日
㈬
ま

で
に
、入
校
願
書
と
健
康
診
断

書
を
、居
住
地
を
管
轄
す
る
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
提
出
す
る

※
入
校
願
書
と
健
康
診
断
書
は
、ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク（
公
共
職
業
安
定
所
）

で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
同
開
発
校

☎
０
９
３（
７
４
１
）５
４
３
１

F
０
９
３（
７
４
１
）１
３
４
０

▽
近
く
の
公
共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
）

ナ
ギ
の
木
苑
演
芸
大
会

出
演
者
募
集

　

個
人
や
グ
ル
ー
プ
で
、舞
踊
や
フ
ラ

ダ
ン
ス
、カ
ラ
オ
ケ
な
ど
を
、ス
テ
ー
ジ

上
で
披
露
し
て
み
ま
せ
ん
か
。気
軽
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
18
日
㈬
・
19
日
㈭

　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
２
時
30
分

場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ナ
ギ
の
木

苑（
星
見
ヶ
丘
１
ー
７
）

※
施
設
利
用
に
は
、利
用
料
が
必
要
で

す
。

定
員　

各
30
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

12
月
８
日
㈰
ま
で
に
、窓

口
で
申
し
込
む

問
い
合
わ
せ
先　

ナ
ギ
の
木
苑

☎（
５
９
５
）０
５
１
３（
F
兼
用
）
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た
の
し
み
隊

サ
ン
タ
が
や
っ
て
く
る

　

た
の
し
み
隊
は
、子
ど
も
た
ち
に
夢

を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

事
前
に
各
家
庭
か
ら
預
か
っ
た
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
、ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期
に
合

わ
せ
て
、サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
子
ど
も

た
ち
に
届
け
ま
す
。

　

費
用
は
無
料
で
す
。

対
象　

未
就
学
児
が
一
人
で
も
い
る
家

庭（
き
ょ
う
だ
い
児
に
も
対
応

可
）

日
時　

12
月
23
日
㈪

午
後
６
時
〜
８
時（
時
間
指
定

不
可
）

定
員　

30
世
帯（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法　

11
月
30
日
㈯（
当
日
消
印

有
効
）ま
で
に
、往
復
ハ
ガ
キ
に

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、子
ど

も
全
員
分
の
名
前
・
年
齢（
返
信

用
ハ
ガ
キ
に
は
住
所
、氏
名
を

書
き
、裏
面
は
白
紙
）を
書
い
て

送
る

※
抽
選
結
果
は
返
信
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

※
当
選
世
帯
に
は
、後
日
自
宅
へ
説
明

に
行
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

た
の
し
み
隊

「
C
Ｏ
M
Ｅ　

I
Ｎ　

S
Ａ
Ｎ 

T
Ａ
」（
〒
816
ー
０
８
５
１
昇
町

３
ー
１
０
１
か
す
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内
）

☎（
５
０
１
）１
１
３
６

F（
５
８
１
）７
２
５
８

　7月にふれあい文化センターで行った「第63回社会を明るくする運動」推進大会の一環として、
市内4つの小学校から募集した作文の最優秀作品（原文のまま）を紹介します。　

　世の中には、強とう、万引き、非行などたくさんの法にそむく犯罪があります。どの
犯罪もおきてはなりません。ですが悲しいことに、日本ではたくさん行われているの
です。その中でも私は「飲酒運転」についてよく考えてみました。
　まず、動機は何なのでしょう。本人の気持ちになって考えてみました。“お酒を飲み、
軽い気持ちで運転した”というケースが多いことから少し自覚が足りなかったので
はないかと私は思いました。もう少し頭においていればこのようなことにならずに
すんだかもしれません。
　次に、周りにどんなえいきょうがあるのでしょうか。たとえば自分のことを大切に
してくれている人をうら切ること。うら切りはとても辛いことです。と同時になんで
こんな事をしてしまったのかと後悔してしまいます。このような後悔をする前に自
分でどこまでブレーキをかけることができるか、考えなければ、これからも罪のない
人が多くぎ牲になることとなるのです。だから、人事ではなく、一人一人がどうするべ
きかよく考え、常に頭においておくと一件でも飲酒運転による事故がなくなるので
す。一人一人の力と少しの思考力が大切だということになります。
　このように、動機、えいきょうについて考えてきました。私は毎日この事故で人が
亡くなったというニュースを見るとむねが痛くなります。そしてこのニュースを二
度と見なくていいような世の中にしていきたいと強く思います。では、具体的にどの
ようなことをすれば良いのでしょう。一つは先程の“一人一人がしっかり自覚する”
ということです。私たちが家族を大切に思っているように周りの人も私たちのこと
を思ってくれているということを頭におくと、とても犯罪はおこせないはずです。二
つ目は呼びかけることです。インターネットで福岡県の飲酒運転の検挙数を調べる
と一年で約百四十九件と全国ワースト一位でした。同じ失敗を二度としないという
ことが痛いほど分かっている人はしないかもしれません。ですが、“きっと大丈夫”
と思っている人がたくさんいるでしょう。この人たちにしっかり考えてもらうため、
みんなで協力し、かん板など目につくところに書いておくことも、解決へ導く答えと
なることでしょう。このように市や県に任せ切りにせず、一人一人が自分にできるこ
とをやりましょう。
　私は、この作文を通して改めて犯罪、特に飲酒運転について考えました。少しの自覚
で世の中は変わるのに・・・・といつも思っています。でも一人で動き出す勇気があり
ませんでした。父も母もお酒を飲まないので、注意することがありません。でももし、
まだ「大丈夫だろう」と思う人がいるならば、今すぐ心からその考えを消してほしい、
心から願っています。戦争がない国は平和か、そうではありません。一つ一つの犯罪が
無くなり、人々が安心し、幸せだと感じることこそが平和だと思っています。日本中が
平和になるには一人一人の思考力、実行、まさしく「気付き考え実行する」ことでもっ
と日本は住みやすくなるのです。
　ここまで、人が犯罪をおこすということ、家族のこと、例、平和について事細かに考
えてきました。これを読んでくれた人に伝えたいことがあります。それは、「このまま、
違う道に足をふみ入れそうな人に声をかけず行かせていいのか」ということです。私
はそんな事は絶対にしないでほしい、たとえその人にどんな事があっても人をきず
つけてはなりません。私たちが子ども、家族を思うように相手も大切にしてくれてい
ます。世界にたった一つの命です。人としても権利にそむかないせっし方をしてほし
いです。
　世の中が“平和”になる事を目指してこれからもがんばります。

「本当の平和」とは
春日野小学校６年　川

かわしり

尻希
の ぞ み

美
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募
集
し
ま
す

英
彦
山
森
林
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

自
然
豊
か
な
英
彦
山
で
、環
境
保
全

を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。森
林
整
備
体
験
や
間
伐
材
利
用
の

活
動
な
ど
を
通
し
て
、森
林
環
境
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

対
象　

小
学
５
年
生
以
上

日
時　

11
月
30
日
㈯
〜
12
月
１
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

福
岡
県
立
英
彦
山
青
年
の
家

（
田
川
郡
添
田
町
英ひ

こ
さ
ん

彦
山
32
ー

18
）

内
容　

植
樹
体
験
、間
伐
材
ク
ラ
フ
ト

体
験
な
ど

※
詳
し
く
は
英
彦
山
青
年
の
家
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
青
年
の
家

☎
０
９
４
７（
８
５
）０
１
０
１

F
０
９
４
７（
８
５
）０
１
０
３

そ
の
他

11
月
20
日
㈬
は

県
内
一斉
ノ
ー
残
業
デ
ー

　

福
岡
労
働
局
は
、毎
年
11
月
を「
仕
事

と
生
活
の
調
和（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
）推
進
期
間
」と
位
置
づ
け
て
い

ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て
、「
今
日
は
定

時
で
帰
ろ
う
！
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、11

月
20
日
㈬
を
県
内
一
斉
ノ
ー
残
業
デ
ー

と
す
る
よ
う
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

心
身
の
健
康
を
保
ち
、効
率
よ
く
仕

事
を
す
る
た
め
に
は
、定
時
以
降
に
だ

ら
だ
ら
仕
事
を
し
な
い
な
ど
、働
き
方

に
め
り
は
り
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。　

　

ま
だ
ノ
ー
残
業
デ
ー
を
導
入
し
て
い

な
い
職
場
も
、こ
の
機
会
に
ノ
ー
残
業

デ
ー
を
導
入
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
く
は
、福
岡
労
働
局
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト（

http://fukuoka-roudou 
kyoku.jsite.m

hlw
.go.jp

）を
見
る

か
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
局
労
働
基
準
部
監

督
課

☎（
４
１
１
）４
８
６
２

F（
４
７
５
）０
１
８
３

住
生
活
総
合
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

国
土
交
通
省
は
、全
国
か
ら
抽
出
し

た
９
万
２
０
０
０
世
帯
を
対
象
に
、住

生
活
総
合
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、12
月
１
日
現
在
で
、居

住
環
境
を
含
め
た
住
生
活
全
般
に
関
す

る
実
態
や
居
住
者
の
意
向
・
満
足
度
な

ど
を
総
合
的
に
調
べ
る
も
の
で
す
。

　

調
査
対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、11
月

21
日
以
降
に
統
計
調
査
員
が
訪
問
し
ま

す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

県
建
築
都
市
部
住
宅

計
画
課
計
画
係

☎（
６
４
３
）３
７
３
２

F（
６
４
３
）３
７
３
７

　日の入りが早くなり、日照時間が短く
なってきました。空気が冷たく乾燥し、少
しずつ冬の気配が感じられます。
　11月・12月が旬の食材は、ゴボウ、
シュンギク、ダイコン、ハクサイ、ホウレ
ンソウ、こんにゃくなどです。
　これらの食材は、寒い時期の鍋料理
にぴったりです。野菜に含まれるビタミ
ンＣやカリウムは水に溶ける性質を持っ
ているため、汁まで食べる鍋料理は、栄
養素を無駄なく摂取することができま
す。温かい鍋料理で寒い冬を乗り切りま
しょう。

いきいき食生活
　
２
０
１
１
年
の
国
民
健
康・栄
養
調

査
報
告
に
よ
る
と
、糖
尿
病
が
強
く
疑

わ
れ
る
人
と
そ
の
予
備
軍
の
合
計
は
、

男
性
の
33
％
、女
性
の
23
％
に
も
の
ぼ

り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、毎
年
健
診
な
ど
で
自
分

の
血
糖
値
の
状
態
を
確
認
し
て
い
ま

す
か
。血
糖
値
が
高
め
で
も
、自
覚
症

状
は
な
い
し
、大
し
た
こ
と
で
は
な
い

と
安
心
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

ブ
ド
ウ
糖
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え

る
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
が
悪
く
な
っ
た

り
、効
き
め
が
弱
く
な
っ
た
り
す
る
と
、

血
液
中
に
ブ
ド
ウ
糖
が
あ
ふ
れ
出
し
、

高
血
糖
と
な
り
ま
す
。

　

初
め
は
全
く
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、高
血
糖
状
態
が
長
く
続
く
と
、全

身
の
毛
細
血
管
と
い
う
細
い
血
管
が

詰
ま
っ
た
り
、動
脈
硬
化
が
進
ん
だ
り

と
いっ
た
合
併
症
が
現
れ
ま
す
。

　

高
血
糖
と
言
わ
れ
た
ら
、合
併
症

が
起
こ
る
前
の
無
症
状
の
う
ち
に
、早

期
に
予
防
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
高
血
糖
の
生
活
改
善
ポ
イ
ン
ト

▽
適
正
体
重
を
目
指
す

▽
間
食
や
夜
食
を
控
え
る

▽
ゆ
っ
く
り
よ
く
噛
み
、食
べ
過
ぎ
な

い
▽
野
菜
や
海
藻
な
ど
か
ら
食
べ
て
、

血
糖
値
の
上
昇
を
緩
や
か
に
す

る
▽
日
常
の
中
で
身
体
を
動
か
す
工

夫
を
す
る（
階
段
を
使
う
、買
い

物
は
歩
い
て
行
く
な
ど
）

日
本
人
の
４
人
に
１
人
は

糖
尿
病
か
そ
の
予
備
軍
で
す

初回のお題は

「ゆく年くる年」

新コーナー始め
ます！

早いもので今年も残すところあと1カ
月余り。今年の思い出ややり残してい
ること、来年の抱負など、気軽に投稿し
てください。　12月6日（金）締め切り

市民の皆さんからの投稿コーナー「読者のつぶやき」を始めます。

お題を奇数月の15日号に発表しますので、15～35文字程度の自由な「つぶやき」

を投稿してください。

投稿は、名前またはペンネームを書いて、ハガキ、メール、ファックスのいずれか

で、〒816-8501　春日市役所広報担当「読者のつぶやき」コーナー係

☎（584）1111　F（584）1142　 koho@city.kasuga.fukuoka.jpまで。

また、取り上げてほしいお題や市報の感想などもお待ちしています！

※投稿内容は紙面の都合上、添削することがあります。

初回のお題は



市 報 か す が
平成25年11月15日17

■こども未来課　保育所担当
　☎（584）1111　F（584）1115
■若竹保育園（桜ヶ丘4ｰ6）
　☎（591）6023　F（582）7966

　
市
報
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て

半
年
。今
の
と
こ
ろ
、「
読
み
に
く

く
な
っ
た
」と
の
お
叱
り
は
頂
い

て
い
ま
せ
ん
が
、受
け
入
れ
ら
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
▼
今
回
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、表
紙
デ
ザ
イ

ン
の
刷
新
、読
み
や
す
さ
の
工
夫

の
他
に
、「
市
民
参
加
型
の
企
画
を

作
ろ
う
」と
い
う
目
標
も
掲
げ
て

い
ま
し
た
。過
去
に
は
、エ
ッ
セ
イ

や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
投
稿
す
る

「
み
て
み
て
き
い
て
」な
ど
の
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
し
た
▼
ど
う
い
う

コ
ー
ナ
ー
が
い
い
だ
ろ
う
か
と

思
案
し
て
い
た
と
こ
ろ
、広
報
レ

ポ
ー
タ
ー
さ
ん
か
ら「
長
文
は
大

変
だ
が
短
文
だ
と
気
軽
に
投
稿
で

き
る
の
で
は
」と
の
意
見
。ツ
イ
ッ

タ
ー
感
覚
で
、気
軽
に
投
稿
を
し

て
も
ら
お
う
と
の
考
え
で
す
▼
い

よ
い
よ
、短
文
投
稿
コ
ー
ナ
ー「
読

者
の
つ
ぶ
や
き
」を
始
め
ま
す
。投

稿
は
、ハ
ガ
キ
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
の

ほ
か
、メ
ー
ル
で
も
可
能
。お
待
ち

し
て
い
ま
す
▼
つ
ぶ
や
き
で
　
会

話
広
が
る
　
広
報
紙
　
　
　
　
Ｋ

■相談窓口
法律・生活・行政など
◆春日市無料法律相談　☎（584）1148
第3水曜日／10時～16時／市役所／第1水曜日8時30分以降
の平日に電話予約／先着15人

◆春日市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）
悪質商法・多重債務・金銭トラブルなど／月～金曜日／10時
～16時／じょなさん

◆定例行政相談　☎（584）1111
国の行政に関すること／第4火曜日／10時～15時／市役所

◆福岡県交通事故相談所　☎（622）0403　☎（643）3168
月～金曜日／9時～17時（受付は16時まで）／福岡県庁
子育て・子どもの悩み、児童福祉
◆家庭児童相談室　☎（584）1015　F（584）7739
月～土曜日／9時30分～18時／子育て支援センター

◆福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023
月～金曜日／8時30分～17時15分／電話相談は24時間受付

◆養育費に関する電話相談　☎（584）3931
月～金曜日／9時～16時／福岡県母子家庭等就業・自立支援
センター
高齢者の介護や福祉
◆北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
◆南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069
月～金曜日／8時30分～17時

※日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。

人権
◆定例人権相談　☎（584）1111
第1火曜日／10時～15時／市役所

◆福岡法務局人権相談　☎（922）2881
月～金曜日／8時30分～17時15分／福岡法務局筑紫支局
女性の悩み
◆春日市男女共同参画センター　☎（584）1202
月～金曜日／8時30分～17時／じょなさん

◆暴力・DV・セクハラの相談　☎（513）7335
月～金曜日／10時～17時／ちくし女性ホットライン

◆女性総合相談　☎（584）1266
火～日曜日、第4月曜日／9時30分～16時（祝日を除く金曜日は18
時～20時30分）／福岡県男女共同参画センター「あすばる相談室」
不安・悩みごと
◆犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」　☎（632）7830
月～金曜日（祝日・年末年始除く）／9時～17時45分／福岡県警察

◆心配ごと相談　☎（581）7225
暮らしの問題や悩み／水曜日／13時～16時／市社会福祉センター

◆福岡いのちの電話　☎（741）4343
さまざまな悩みや不安／24時間受付／匿名可／インターネット相
談あり（ http://www.inochinodenwa-net.jp)

※上記以外にも、各種相談窓口を情報政策課【☎（584）1148】や市ウェブサイ
ト（ http://www.city.kasuga.fukuoka.jp）で紹介しています。

若竹保育園
　「子育て通信おたまじゃくし」は、地域支援など、市内の保
育園（所）のさまざまな取り組みを紹介するコーナーです。
◆保育園に遊びにきませんか
　月曜から金曜日の午前10時から午後4時の間、園庭を
解放しています。園庭に入る前に事務所に一声掛けるだ
けで、事前の申し込みは不要です。定期的に遊具の点検や
砂場の手入れを行っているので、安全安心に遊べます。お
散歩の途中など、気軽に立ち寄ってください。

◆敬老会に参加しました
　9月14日に、桜ヶ丘地区で行
われた敬老会に、年長さんが参
加しました。おじいさん、おばあ
さんたちに、敬意と感謝を込め
て、歌と、若竹保育園で伝統的に

取り組んでいる踊り「沖縄エイサー」を披露しました。お
じいさん、おばあさんからたくさんの拍手をもらって、子
どもたちはとても喜んでいました。
◆田植え・稲刈り体験
　6月には、年長さんが田植え体験をしました。初めは、
「うわ～っ」と声を上げながら、恐る恐る田んぼに入って
いた子どもたちですが、泥の感触に慣れるにつれて、楽し
んで苗を植えることができました。また、余裕が出てきた
子どもたちは、カエルを捕まえるなど、自然を満喫、貴重
な体験となりました。実りの秋には、自分たちが植えた苗
が大きく成長し、黄金色に色づ
いているのを見て、子どもたち
は大歓声。収穫したお米は、自
分たちで炊き、5月に仕込んだ
手作りみそでみそ汁を作って、
おいしく頂きました。 △田んぼに入って大はしゃぎ△沖縄エイサーを披露
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使
あ
す
か
ち
ゃ
ん

奴
国
写
真
館

奴
国
写
真
館

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
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こ
れ
は
百ひ

ゃ
く
ど
う堂

遺
跡（
白
水
ヶ
丘
３
丁
目
）の
江
戸
時
代
の
墓
地

で
見
つ
か
っ
た
土
人
形
で
す
。二
つ
に
割
っ
た
饅
頭
を
持
つ
人

形
は
、次
の
よ
う
な
説
話
を
元
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
人
が
子
ど
も
に「
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
、ど
っ
ち
が
好

き
か
」と
問
い
か
け
ま
し
た
。す
る
と
、そ
の
子
ど
も
は
手
に
し

て
い
た
饅
頭
を
二
つ
に
割
り
、「
こ
れ
は
ど
ち
ら
が
お
い
し
い
で

す
か
」と
問
い
返
し
ま
し
た
。

　

両
親
を
想
う
気
持
ち
を
饅
頭
で
示
す
子
ど
も
の
機
転
を
表
し

た
人
形
は
饅
頭
喰
い
人
形
と
呼
ば
れ
、江
戸
時
代
後
期（
今
か
ら

約
２
０
０
年
前
）の
文
化
・
文
政
期
に
は
、京
都
の
伏ふ

し
み見

で
作
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、家
に
饅
頭
喰
い
人

形
を
飾
っ
て
お
く
と
賢
い
子
に
育
つ
と
さ
れ
、江
戸
時
代
終
わ

り
頃
に
は
各
地
で
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、流
行
し
ま
し
た
。江

戸
時
代
の
饅
頭
喰
い
人
形
は
、福
岡
市
西
区
の
今い

ま
じ
ゅ
く
ふ
ん
ぼ
ぐ
ん

宿
墳
墓
群
な

ど
子
ど
も
の
墓
か
ら
見
つ
か
る
こ
と
が
多
く
、親
が
子
ど
も
を

思
う
気
持
ち
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

上
白
水
地
区
の
文
化
財

〜
百
堂
遺
跡
か
ら
見
つ
か
っ
た
饅ま

ん
じ
ゅ
う頭喰く

い
人
形
〜

△百堂遺跡出土の饅頭喰
い人形。長く地中に埋
まっていたため色が落
ち半分に割れていま
す。

▷
現
在
も
作
ら
れ
て
い
る

京
都
・
伏
見
の
饅
頭
喰

い
人
形
（
出
典
「
伏
見

人
形
の
原
型
」
奥
村
實

純
編
著
）


